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鷹栖町鷹栖町はたちの　つどいはたちの　つどいはたちのつどいはその年に２０歳を迎える人たちを祝う
記念式典です。
1月11日（日）にメロディーホールで開催されました。

２０年前の鷹栖町議会
当時の議員定数は 16
名でした。
2005 年 当 時、 鷹 栖
町では北野放課後児童
クラブや北斗バス待合
所が建設されました。

鷹栖町公式サイトでは 20 年前から
の議会報を読むことができます。

お客さま窓口係長時代の林川議員発見！

大人としての責任を自覚し、失
敗を恐れず挑戦して信頼される
人になりたいです。温かな鷹栖
町で育ったことは誇り。学んだ
思いやりの心を大切にします。

学業やバイト、さまざまなこと
に挑戦し今を大切に生きていき
ます！　支えてくれた鷹栖町へ
の感謝を忘れず、学んだことで
いつか恩返ししたいです。

増井 明日風

実
行
委
員
の
み
な
さ
ん

ひ
と
こ
と 

ど
う
ぞ

長谷部 花音
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鷹栖町鷹栖町はたちの　つどいはたちの　つどい

２０歳を祝い隊
おじさんおばさんの会
会場が中学校だった初回から携わり、今年で 19
回目になります。鷹栖町の未来を担う皆さんのお
祝いです。若い人たちの記念すべき日に貢献でき
るよう、心を込めて頑張って活動しています。

加藤勝彦さん

一緒に活動
してくれる方
募集中です

「おめでとう」の気持ちをこめて会場を風船で装飾

鷹栖町のあたたかな風景と人に
囲まれて育ってきました。これま
で受け取ったたくさんの優しさを
胸に、これからの歩みの中で少
しずつ返していきたいです。

日々を大切に丁寧に生き、挑戦
と成長を目指したいです。地元
を離れ、人との距離が近い鷹栖
町の安心感とありがたみをより
一層感じています。

戸島 ひかり
海外で多くのことを学びたいで
す。フレンドリーで仲良く楽し
い町民に囲まれた鷹栖町で育っ
てよかった！

早坂 柊哉松田 日花
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 「
た
ー
ち
」に
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
型
遊
具
を
購
入

運
動
能
力
に
合
わ
せ
室
内
の
サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
が
可
能
に

12
月
13
日

５
人
の
議
員
が
一
般
質
問　

12
月

１５
日

条
例
改
正
・
補
正
予
算
・
同
意
案

件
・
諮
問
に
つ
い
て
審
議
し
、
す

べ
て
可
決

議案一覧

定
例
会
の　
　

　

あ
ら
ま
し

２
０
２
５
年

２
０
２
５
年  

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

２
つ
の
条
例
改
正
で
討
論

２
つ
の
条
例
改
正
で
討
論

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
条
例
制
定

補 正

〈
ど
ん
な
制
度
？
〉
保
護
者
の
就
労
状
況
や
理
由
に
関
わ
ら
ず
、

生
後
６
カ
月
～
３
才
未
満
の
未
就
園
児
が
、
月
10
時
間
程
度
を

目
安
に
、
保
育
園
等
を
利
用
で
き
る
制
度
。

〈
い
つ
か
ら
？
〉
２
０
２
６
年
４
月
か
ら
全
国
で
本
格
実
施
の

予
定
。
鷹
栖
町
で
は
１
施
設
を
予
定
。

条 例
可
決　
反
対
１
名

 

林
川

　
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

「
た
ー
ち
」
の
支
援
環
境
を
充

実
す
る
た
め
、
遊
具
を
購
入
し

ま
す
。

　
登
る
・
く
ぐ
る
な
ど
、
運
動

能
力
に
あ
わ
せ
室
内
の
サ
ー

キ
ッ
ト
遊
び
が
で
き
る
遊
具
や

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
等
の
遊
具
が

整
備
さ
れ
ま
す
。

備
品
購
入
費　
　
２
７
０
万
円

賛 

成　

条
文
の
記
載
内
容
を
め
ぐ
る
質
疑
の

後
、
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

片
山 

兵
衛

反 

対

林
川 

伸
二

　
内
容
に
つ
い
て
は
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
乳
児

が
親
な
ど
の
力
を
借
り
ず
に

苦
情
を
訴
え
る
と
い
う
現
実

的
で
は
な
い
条
文
が
あ
り
、

法
的
に
疑
義
が
あ
り
ま
す
。

　
乳
児
で
あ
っ
て
も
一
人
の

人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ

き
権
利
主
体
で
す
。
権
利
擁

護
の
理
念
と
し
て
こ
の
記
載

に
は
意
義
が
あ
り
ま
す
。

賛 

成　
青
野 　
敏

　
鷹
栖
町
の
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
へ
の
責
任
を
果
た
す

た
め
の
重
要
な
一
歩
で
す
。

こ
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー

住　
所

北
野
東
３
条
２
丁
目
１
ー

22
（
旧
北
野
保
育
園
）

開
設
日　
月
曜
～
金
曜

　
　
　
　
９
時
～
17
時

対　
象　
０
～
18
歳

　
　
　
　
（
親
子
で
通
園
）

利
用
料　
無
料

電
話
番
号　
87
ー
２
３
０
４

２００号
１６頁

〈
関
連
記
事
〉　
「
た
ー

ち
」
に
つ
い
て
片
山
議

員
が
質
問
し
ま
し
た
。

〈
利
用
状
況
〉

【表決などの記載】　議会報では反対があった場合は反対者名を記載、討論が
あった場合は内容を記載しています。

定
期
通
園　
　
　
７
名

相
談
件
数
は
38
件

［
７
月
（
プ
レ
オ
ー
プ
ン
）

～
11
月
］

こどもの発達に合わせてさまざまな形に組み合わせることもできます
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定 例 会

特
別
功
労
者
に

篠
﨑 

春
雄
氏

同 意

　
町
職
員
の
旅
費
を
実
態
に
即

し
た
も
の
に
す
る
た
め
条
例
改

正
し
ま
し
た
。

 

①
宿
泊
費
や
交
通
費
を
定
額
支

給
か
ら
実
費
支
給
に
変
更
し
ま

す
（
宿
泊
費
は
上
限
付
き
）。

②
旅
行
代
理
店
へ
の
直
接
支
払

い
を
可
能
に
な
り
ま
す
。

条 例林
川
議
員　
条
例
で
「
最
も

経
済
的
な
通
常
の
経
路・方
法
」

と
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
金
額
を
最
優
先
す
る

の
か
、
そ
れ
と
も
移
動
時
間
な

ど
も
含
め
て
判
断
す
る
の
か
。 

基
準
が
曖
昧
で
は
。

総
務
課
長 

金
額
だ
け
で
な

く
、
移
動
時
間
や
合
理
性
も
含

め
て
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

林
川
議
員　
一
般
的
な
旅
費

支
出
の
上
限
は
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
旅
行
命
令
権
者
が
公

務
上
の
必
要
性
を
認
め
た
場
合

の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
定
め
て
い
な
い
理
由
は
。

総
務
課
長 

画
一
的
な
上
限

を
設
け
る
と
実
態
に
対
応
で
き

な
い
た
め
で
す
。「
最
も
経
済

的
な
通
常
の
経
路
・
方
法
」
と

い
う
原
則
に
基
づ
き
判
断
さ
れ

る
た
め
、
無
制
限
に
支
出
で
き

る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

可
決　
反
対
１
名

 

林
川

賛 

成　

柔
軟
な
運
用
の
是
非
を
め
ぐ
り
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

青
野　

 

敏

反 

対

林
川 

伸
二

　
実
費
精
算
の
方
向
性
に
は

賛
成
で
す
が
「
最
も
経
済
的

な
通
常
の
経
路
・
方
法
」
を

毎
回
確
認
す
る
作
業
が
大
変

に
な
り
ま
す
。
概
念
も
曖
昧

で
手
出
し
が
発
生
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
比
較
根
拠
を

簡
略
化
し
詳
細
な
チ
ェ
ッ
ク

負
担
を
軽
減
す
べ
き
。

　
一
方
、
旅
行
命
令
権
者
の

判
断
に
よ
っ
て
は
青
天
井
に

な
る
抜
け
道
が
あ
る
た
め
、

条
例
の
中
で
規
制
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　
長
年
据
え
置
か
れ
て
き
た

旅
費
の
定
額
支
給
は
、
物
価

高
騰
や
宿
泊
費
・
交
通
費
の

実
勢
価
格
と
乖
離
し
て
お
り

今
回
の
改
正
は
時
宜
を
得
た

重
要
な
措
置
で
す
。

　
柔
軟
な
基
準
の
見
直
し
や

職
員
が
公
務
で
不
利
益
を
被

ら
な
い
運
用
へ
の
配
慮
を
求

め
ま
す
。

　
改
正
案
は
職
員
の
処
遇
を

改
善
し
、
公
務
遂
行
の
基
盤

を
強
化
す
る
も
の
で
す
。

賛 

成　
片
山 

兵
衛

　
「
最
も
経
済
的
な
通
常
の
」

と
は
、
金
額
だ
け
で
な
く
、

時
間
や
業
務
へ
の
影
響
も
含

め
た
社
会
通
念
上
合
理
的
な

ル
ー
ト
と
解
釈
し
ま
す
。

　
監
査
や
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク

が
あ
り
、
例
外
が
抜
け
道
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
公
務
で
職

員
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
た

め
に
必
要
な
制
度
で
す
。

職
員
の
旅
費 

実
費
支
給
に

実
態
に
即
し
た
運
用
を
図
る

　
「
最
も
経
済
的
な
通
常
の

経
路
・
方
法
」
と
い
う
表
現

が
適
切
な
の
か
、
例
外
を
認

め
る
こ
と
で
無
制
限
な
支
出

に
つ
な
が
ら
な
い
か
が
争
点

と
な
り
ま
し
た
。

今回の旅費条例の改正は、町職員だけでなく、町民が委員として出席す
る会議や研修の旅費にも影響します。

諮 問
人
権
擁
護
委
員
に

斉
藤 

功
氏

　
篠
﨑
春
雄
氏
は
１
９
８
９
年

か
ら
36
年
に
わ
た
り
、
民
生
児

童
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
特
別
功
労
者
に
選
考

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
議
場
で
表
彰
式
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
号
の
議

会
報
で
そ
の
様
子
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て
議
会
に
対
し
諮
問
が
あ

り
、
適
任
と
答
申
し
ま
し
た
。

な
お
、
斉
藤
功
氏
は
２
０
１
１

年
か
ら
同
委
員
を
務
め
て
い
ま

す
。

民生委員児童委員会長や地
域サロンの運営、寺子屋で
の学習支援もしています。

〈
主
な
変
更
点
〉
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５
人
の
議
員
が
町
政
を
問
う

一
般
質
問
争
点
の
提
起

一 般 質 問

　
一
般
質
問
は
、
各
議
員
が
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
町
当
局
の

考
え
方
や
疑
問
を
質
す
こ
と
で
、
現
行
の
政
策
を
見
直
し
、
新

規
政
策
に
つ
な
げ
る
重
要
な
活
動
で
す
。
鷹
栖
町
議
会
で
は
一

般
質
問
を
議
員
個
人
の
も
の
で
は
な
く
、
政
策
資
源
と
し
て
活

か
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

質問議員 質問内容 頁

青野　 敏　　　 関係人口の成果 見える化は ７

阿戸 伸一 鷹栖高校の存続対策は ８

片山 兵衛 図書室を人が集い つながる拠点に ９

桑原 芳文 公営住宅等の空き室の利活用は １０

佐竹 　晃 大規模基盤整備事業の進捗状況は １１

1年に 1度の　土曜議会　傍聴者 13人

一般質問の通信簿の結果は
平均点をレーダーチャート
で掲載しています

事前に質問内容
を語る動画や質
問直後の感想動
画を配信中です

通信簿の評価

【ひとことコーナー】傍聴者の方からのコメントの一部を原文に近い
形でページ下部に掲載しています。

ひと
こと

　議会初日に議場で表彰式が行われました。
1986 年以来 39 年にわたり、消防団員の職責
を全うされました。

特
別
功
労
者
を
表
彰

長
田 

勝
幸
さ
ん
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関係人口の成果 見える化は

この質問は第８次鷹栖町総合振興計画の
「◆基本目標５◆あらゆる人が関係して高めあう　幸せな交流があるまち」に関連しています

分析と見える化を継続する町長

の
ニ
ー
ズ
が
一
致
す
る
「
ウ
ィ

ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
」
が
重
要

で
す
。

　
本
町
の
温
か
い
人
間
関
係
や

特
産
品
の
魅
力
を
発
信
し
、
よ

り
多
く
の
フ
ァ
ン
獲
得
に
つ
な

げ
て
、
よ
り
よ
い
継
続
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
行
す
る

中
、
関
係
人
口
を
増
や

す
こ
と
は
地
域
活
力
お
よ
び
効

果
的
な
移
住
定
住
施
策
を
推
進

す
る
上
で
重
要
で
す
。　

　
各
事
業
が
移
住
定
住
に
ど
の

程
度
寄
与
し
た
か
に
つ
い
て
の

効
果
検
証
は
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
数
だ

け
で
な
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
数
や

地
域
活
動
へ
の
参
加
数
な
ど
、

段
階
ご
と
の
成
果
を
見
え
る
化

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。　

質
問　
関
係
人
口
の
可
視
化

に
向
け
、「
ふ
る
さ
と
住
民
登

録
制
度
」
の
導
入
を
提
案
し
ま

す
。
東
川
町
の
よ
う
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
、
登
録
す
る
と
デ

ジ
タ
ル
住
民
票
が
発
行
さ
れ
町

の
催
し
に
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
る
な
ど
、
手
続

き
の
煩
雑
さ
を
避
け
る
心
理
的

ハ
ー
ド
ル
の
低
い
仕
組
み
が
必

要
で
す
。

　
登
録
者
に
提
供
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
や
、
制
度
設
計
の
考

え
は
。

町
長　
国
は
２
０
２
８
年
度

の
全
国
運
用
開
始
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
本
町
も
費
用
対
効
果

を
見
極
め
な
が
ら
運
用
ル
ー
ル

を
明
確
に
し
て
検
討
を
進
め
ま

す
。
た
だ
し
、
単
な
る
登
録
者

数
増
で
は
な
く
、
地
域
と
個
人

町
長　
本
町
で
も
関
係
人
口

は
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。「
鷹
栖
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
第
２

期
」
で
は
「
交
流
体
験
後
に
関

わ
り
を
持
つ
意
思
を
示
し
た
人

数
」
な
ど
を
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

に
設
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
目

標
を
上
回
る
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
段
階
的

な
分
析
と
見
え
る
化
を
継
続

し
、
今
後
の
戦
略
に
反
映
さ
せ

ま
す
。

質
問　
関
係
人
口
を
一
過
性

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、

継
続
的
な
接
点
が
重
要
で
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
よ
う

な
専
門
人
材
の
配
置
や
オ
ン
ラ

イ
ン
で
情
報
交
換
が
で
き
る
登

録
制
度
導
入
の
考
え
は
。

町
長　

現
在
は
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
中
間

支
援
団
体
が
連
携
し
、
機
能
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
６
年
度
か
ら
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
業
務
に
「
地
域
活
性
化

起
業
人
」
の
導
入
も
検
討
し
て

い
ま
す
。
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
な
い

関
係
構
築
を
図
り
ま
す
。

青野　敏 議員
あおの　　　　　さとし

「質問と答弁が前後していて判りづらかった。」「ＳＮＳツールへの言及がな
かったように感じた」「取り組みを焦らずやってほしい、と思います。」

ひと
こと

テーマ設定

聞き取り
やすさ

説得力追及力

共感度

５

４

３

２

１

町内外からの来場者で大盛況のタカフェス

官
民
双
益
の
住
民
登
録

制
度
導
入
は
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阿戸　伸一 議員
　あと　　　　　　　しんいち

鷹
栖
高
校
の
存
続
対
策
は

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　
近
年
注
目
が
高
ま
っ

て
い
る「
e
ス
ポ
ー
ツ
」や「
ド

ロ
ー
ン
」
を
活
用
し
た
部
活
動

の
展
開
に
よ
り
学
校
の
魅
力
化

を
図
る
考
え
は
。

教
育
長　
部
活
動
は
高
校
生

が
主
体
的
に
取
り
組
む
も
の
で

す
が
、既
存
の
部
活
動
も
含
め
、

地
域
資
源
を
活
用
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
支
援
し
て
い
き
ま

す
。質

問　
存
続
へ
の
手
段
と
し

て「
地
域
連
携
校
制
度
」や「
地

域
み
ら
い
留
学
」
な
ど
の
制
度

を
活
用
す
る
考
え
は
。（
注
１

教
育
長　
「
地
域
連
携
校
制

度
」
は
、
旭
川
市
に
近
い
こ
と

が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
採
択
が
難

し
い
状
況
で
す
。

　
「
地
域
み
ら
い
留
学
」
は
、

高
校
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

寮
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
な
ど
の

整
備
が
必
要
で
あ
り
、
慎
重
に

検
討
・
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

質
問　
学
校
の
未
来
を
協
議

す
る
場
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
や

小
中
学
生
へ
の
周
知
活
動
の
方

策
は
。

教
育
長　

地
域
と
一
体
と

な
っ
て
特
色
・
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
地

域
住
民
・
保
護
者
・
有
識
者
な

ど
に
よ
る
「
学
校
運
営
協
議

会
」
が
今
年
度
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
鷹
栖
保
育
園
園
児

等
と
の
交
流
、「
地
域
探
求
授

業
」
で
地
域
課
題
に
取
り
組
む

な
ど
地
域
密
着
型
の
学
校
づ
く

り
に
対
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

質
問　
通
学
費
の
支
援
な
ど

生
徒
お
よ
び
保
護
者
へ
の
新
た

な
経
済
的
支
援
の
考
え
は
。

教
育
長　
近
郊
の
中
学
生
に

鷹
栖
高
校
が
進
学
先
と
し
て
選

ば
れ
る
よ
う
、
魅
力
の
あ
る
学

校
に
向
け
て
新
た
な
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

質
問　
新
た
な
汎
用
性
の
高

い
資
格
取
得
の
機
会
を
提
供
す

る
予
定
は
。

教
育
長　
生
徒
の
進
学
ま
た

は
就
職
状
況
を
分
析
し
て
、
生

徒
並
び
に
高
校
と
協
議
し
検
討

し
ま
す
。

小
規
模
校
の
強
み
を
生
か

し
た
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
・
強
化
に
向
け
て
の
考
え
は
。

教
育
長　
鷹
栖
高
校
生
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、学
校
の
魅

力
と
し
て
、「
先
生
と
の
距
離
が

近
く
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
っ

て
く
れ
る
」な
ど
小
規
模
校
な

ら
で
は
の
回
答
の
ほ
か
、「
介
護

職
員
初
任
者
研
修
を
受
講
で
き

る
」、「
い
ろ
い
ろ
な
資
格
が
取

得
で
き
る
」な
ど
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。、特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
の
た
め
の
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

質
問　
少
人
数
教
育
の
魅
力

を
中
学
生
や
そ
の
保
護
者
に
伝

え
る
方
策
は
。

教
育
長　
学
校
で
動
画
を
つ

く
る
考
え
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。生
徒
自
ら
が
学
校
の
雰
囲
気

や
小
規
模
校
の
魅
力
を
動
画
に

し
て
伝
え
て
い
く
こ
と
の
支
援
を

この質問は第８次鷹栖町総合振興計画の
「◆基本目標１◆あらゆる世代が幸せを追求する　人が輝くまち」に関連しています

注１）注１）
「地域連携校制度」については、地「地域連携校制度」については、地
理的要件から再編が困難な高校が理的要件から再編が困難な高校が

「地域連携協力校」や「近隣の連携「地域連携協力校」や「近隣の連携
高」と連携し、小規模校の教育の高」と連携し、小規模校の教育の
質を高める制度質を高める制度

「地域みらい留学」は、都道府県の「地域みらい留学」は、都道府県の
枠を超え、日本各地にある魅力的枠を超え、日本各地にある魅力的
な公立高校を選び、高校 3 年間をな公立高校を選び、高校 3 年間を
その地域で過ごす、全国から生徒その地域で過ごす、全国から生徒
を募集する制度を募集する制度

　
生
徒
の
自
主
的
な
取
り
組
み
に
積
極
的
な
支
援
を
す
る

教
育
長

鷹栖町議会では 2024 年から鷹栖高校生とのさま
ざまな取り組みを行なっています。

テーマ設定

聞き取り
やすさ

説得力追及力

共感度

５

４

３

２

１

「質問分野、広く、具体的でわかりやすい。高校が地元にある！という
強み・魅力」「保護者や生徒のニーズが捉えられているのか？」

ひと
こと
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この質問は第８次鷹栖町総合振興計画の
「◆基本目標１◆あらゆる世代が幸せを追求する　人が輝くまち」に関連しています

質
問　
小
中
学
生
の
読
書
離

れ
へ
の
対
策
は
。

教
育
長　
本
を
手
に
と
っ
て

も
ら
う
き
っ
か
け
と
し
て
漫
画

も
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　
漫
画
は
全
巻
が
配
架

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。
活
字

の
本
に
つ
な
げ
る
工
夫
は
。

教
育
長　
配
架
で
き
る
よ
う

努
め
ま
す
。
漫
画
の
近
く
に
小

中
学
生
が
興
味
を
持
て
る
本
を

配
置
す
る
な
ど
、
レ
イ
ア
ウ
ト

の
工
夫
を
検
討
し
ま
す
。

読
書
活
動
推
進
計
画
で
図

書
室
は
「
人
と
人
が
つ

な
が
る
場
」
で
あ
り
、
滞
在
者

数
を
増
や
し
て
い
く
目
標
も
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鷹
栖
図
書
室
を
土
足
禁
止
と

し
て
い
る
理
由
は
。
利
用
者
目

線
で
見
直
す
考
え
は
。

教
育
長　
自
宅
の
よ
う
に
く

つ
ろ
げ
る
空
間
に
し
た
い
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
が
理
由
で
す
。

　
不
便
を
感
じ
る
声
は
理
解
し

て
い
ま
す
。
清
掃
費
用
な
ど
の

課
題
も
あ
り
、
当
面
は
現
行
を

維
持
し
ま
す
が
、
読
書
活
動
推

教
育
長　
指
摘
は
重
く
受
け

止
め
て
い
ま
す
。
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い

よ
う
、
必
要
な
予
算
確
保
に
努

め
ま
す
。

質
問　
計
画
に
あ
る
「
ま
ち

じ
ゅ
う
図
書
室
構
想
」
の
実
現

に
向
け
、
物
産
館
「
た
か
ま
ー

る
」
へ
の
本
の
配
置
を
検
討
し

て
は
。

教
育
長　
休
憩
ス
ペ
ー
ス
整

備
の
予
定
が
あ
る
た
め
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
読
み
聞
か
せ
サ
ポ
ー

タ
ー
は
図
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
な
る
存
在
で
す
。
目
標
人

数
達
成
の
た
め
の
具
体
策
は
。

教
育
長　
現
在
18
人
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
図
書
室
イ
ベ
ン
ト
や
広
報
を

通
じ
て
募
集
を
行
い
、
引
き
続

き
確
保
に
努
め
ま
す
。

進
協
議
会
で
も
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

質
問　
図
書
室
内
で
の
飲
食

に
つ
い
て
、
計
画
に
は
「
図
書

室
カ
フ
ェ
」
の
文
言
も
あ
り
ま

す
。
試
験
的
実
施
は
検
討
で
き

ま
せ
ん
か
。

教
育
長　
現
時
点
で
は
通
常

時
の
室
内
飲
食
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
な

ど
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
図
書
購
入
費
が
減
額

さ
れ
ま
し
た
が
、
物
価
高
で
本

の
価
格
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

蔵
書
の
質
を
維
持
す
る
た
め
増

額
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
予
算
全
体
を
精
査

し
、
図
書
購
入
費
の
増
額
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

質
問　
北
野
図
書
室
で
は
新

聞
購
読
中
止
で
利
用
が
減
少
し

ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
起

き
な
い
よ
う
、
教
育
長
の
覚
悟

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

図書室を人が集い つながる拠点に
読書活動推進協議会などで検討していく

「たかすぶっくクラブ」による鷹栖小学校での「読み聞かせス
ペシャル」。これらの活動により、北海道読書推進運動協議会
の優良読書グループ表彰も受けています。子どもたちの喜ぶ様
子が印象的で、その場で片山議員も加入しました。

「図書室に Kindle タブレットを置くのはどうですか？」「図書購入費は雑
誌代も含まれていると思います。『むしろ増額』はハードカバー本に是非！」

ひと
こと

片山　兵衛 議員
かたやま　　　　　  ひょうえ

テーマ設定

聞き取り
やすさ

説得力追及力

共感度

５

４

３

２

１

蔵
書
の
質
を
守
り

読
書
の
入
口
を
大
切
に

教育長
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この質問は第８次鷹栖町総合振興計画の
「◆基本目標４◆あらゆる安心を未来へとつなぐ　幸せな環境を持続するまち」に関連しています

公
営
住
宅
等
の
空
き
室
の
利
活
用
は

質
問　
大
学
生
の
入
居
や
外

国
人
実
習
生
を
対
象
と
し
た
目

的
外
使
用
の
考
え
は
。
特
公
賃

住
宅
で
町
内
事
業
者
と
社
宅
的

な
契
約
を
結
ん
で
は
。

町
長　
旭
川
市
内
の
大
学
に

近
い
地
理
的
条
件
を
生
か
し
、

大
学
生
の
入
居
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
人
技
能
実
習
生

に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人

と
の
法
人
契
約
に
よ
る
入
居
の

可
能
性
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

質
問　
高
齢
者
世
帯
の
増
加

を
踏
ま
え
た
、
今
後
の
改
修
計

画
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
手
す
り
設

置
や
浴
室
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
高
齢
者
世

帯
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
未
対
応
団

地
の
個
別
改
善
を
進
め
ま
す
。

質
問　
高
齢
者
の
孤
立
防
止

と
し
て
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
設
置

の
考
え
は
。

町
長　
現
時
点
で
具
体
的
な

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
福
祉

分
野
と
連
携
し
、
目
的
外
使
用

に
よ
る
活
用
な
ど
も
含
め
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
仮
称
ま
ち
な
か
新
団

地
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
」の
核
と
な
る
事
業
で
す
。

基
本
構
想
は
。

町
長　
鷹
栖
地
区
内
の
中
心

市
街
地
に
公
営
住
宅
の
建
替
え

を
し
て
整
備
す
る
計
画
で
す
。

高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
な
ど
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

を
整
え
る
た
め
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
基
本
と
し
た
住
宅

を
約
16
戸
想
定
し
て
い
ま
す
。

最
短
で
２
０
２
６
年
度
か
ら
設

計
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

質
問　
新
団
地
整
備
で
特
に

重
視
す
る
点
は
。

町
長　
高
齢
独
居
世
帯
の
増

加
を
踏
ま
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
加
え
、
除
雪
な
ど
入
居
者

の
生
活
負
担
を
軽
減
で
き
る
設

計
を
重
視
し
ま
す
。

全
国
的
に
公
営
住
宅
等
の

老
朽
化
や
空
き
室
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
公
営
住
宅
３
階
建
て

の
上
層
階
や
北
野
地
区
に
あ
る

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
空
き
室

が
増
加
し
て
い
る
要
因
は
。

町
長　
高
齢
者
に
は
階
段
の

昇
降
が
負
担
で
あ
り
、
子
育
て

世
帯
は
階
下
へ
の
配
慮
か
ら
上

層
階
を
敬
遠
し
て
い
ま
す
。

　
特
公
賃
住
宅
で
は
、
民
間
賃

貸
住
宅
の
増
加
が
影
響
し
て
い

ま
す
。

質
問　
上
層
階
の
空
き
室
を

解
消
す
る
た
め
に
、
若
年
層
が

居
住
で
き
る
よ
う
要
件
を
緩
和

す
る
考
え
は
。

町
長　
国
の
承
認
を
受
け
、

自
治
体
裁
量
で
活
用
で
き
る
目

的
外
使
用
（
地
域
対
応
活
用
）

を
次
年
度
以
降
実
施
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。

桑原　芳文 議員
くわはら　　　　　   よしふみ

「想定される答弁なので、テーマが失敗したのか？　
別な面から質問が必要」

ひと
こと

2025 年 11 月現在、鷹栖町の公営住宅入居率は
88％ですが、中間所得者向けの特定公共賃貸住宅
では 55％と空き室が増加傾向にあります。

テーマ設定

聞き取り
やすさ

説得力追及力

共感度

５

４

３

２

１

自
治
体
の
裁
量
で
目
的
外
使
用
の
研
究
・
検
討
を
進
め
る

町
長

福
祉
対
策
を
含
め
た
今

後
の
改
修
計
画
は

仮
称
ま
ち
な
か
新
団
地

基
本
構
想
は
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この質問は第８次鷹栖町総合振興計画の
「◆基本目標３◆あらゆる地域資源を活かす　幸せなしごとをつくるまち」に関連しています

質
問　
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器

な
ど
の
支
援
は
。

町
長　
養
液
栽
培
は
成
果
が

出
て
い
る
状
況
で
す
。

　
町
の
助
成
が
収
益
の
向
上
、

さ
ら
に
税
収
増
加
に
つ
な
が
る

と
い
う
、
良
い
循
環
に
な
る
よ

う
農
業
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

大
規
模
基
盤
整
備
事
業
の

現
在
の
進
捗
状
況
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
ま
た
、
事
業
実
施
に
は
高
収

益
作
物
の
作
付
面
積
10
％
増
加

が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
展
望
は
。

町
長　
事
業
実
施
に
向
け
た

耕
作
者
へ
の
意
向
確
認
調
査
で

は
、
賛
成
61
％
で
し
た
。

　
未
確
認
者
や
反
対
者
に
対
し

て
確
認
作
業
を
継
続
し
、
事
業

採
択
要
件
の
賛
成
１
０
０
％
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

町
長　
鷹
栖
地
区
と
東
鷹
栖

地
区
の
１
０
０
％
の
承
諾
が
な

け
れ
ば
取
り
か
か
れ
ま
せ
ん
。

状
況
に
よ
っ
て
は
第
１
区
、
第

２
区
と
分
け
て
採
択
を
受
け
や

す
い
ほ
う
を
先
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
現
実
的
と
考
え
て
い
ま

す
。質

問　
人
材
確
保
に
つ
い
て

は
、
人
材
派
遣
会
社
の
利
用
や

障
が
い
福
祉
事
業
所
を
活
用
し

て
い
る
状
況
で
す
。
支
援
の
考

え
は
。

町
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
技
術

を
活
用
し
た
自
動
化
・
省
力
化

な
ど
を
複
層
的
に
考
え
な
が
ら

働
き
手
を
確
保
す
る
た
め
の
支

援
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
所
有
者
へ
の
意
向
確

認
も
、
農
業
委
員
会
等
と
連
携

し
賃
貸
の
更
新
時
期
に
確
認
が

取
れ
る
よ
う
に
体
制
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
高
収
益
作
物
に
つ
い
て
は
確

定
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
引
き
続
き
農
業
関
係
機
関
と

協
議
を
重
ね
る
一
方
で
、
国
の

動
向
に
も
注
視
し
ま
す
。

質
問　
事
業
区
域
以
外
に
も

北
野
地
区
の
２
区
や
旧
１
区
、

旧
９
区
か
ら
の
大
規
模
基
盤
整

備
事
業
の
要
望
が
出
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

　
国
営
事
業
の
採
択
が
万
が
一

難
し
い
場
合
の
対
応
は
。

町
長　
要
望
に
は
で
き
る
限

り
対
応
す
る
努
力
を
し
ま
す
。

　
国
営
事
業
の
採
択
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
が
、
変
化
す
る
国

の
政
策
も
見
極
め
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

質
問　
事
業
計
画
区
域
は
鷹

栖
地
区
と
東
鷹
栖
地
区
を
合
わ

せ
て
約
３
５
０
０
ha
も
あ
り
ま

す
。
面
積
が
大
き
い
た
め
、
一

つ
の
事
業
計
画
で
の
採
択
は
で

き
る
の
か
。
地
区
が
分
か
れ
る

場
合
の
対
応
は
。

大規模基盤整備事業の進捗状況は
受益者の賛成 100％を目指す町長

佐竹ファーム育苗ハウスでの、障がい福祉事業所との農福連携
を活用した作業の様子

「お米券の質問して欲しかった　IT（ロボット・ドローン）に対応でき
る人材研修や雇用も必要→高齢者対策をどうするのか」

ひと
こと

佐竹　晃 議員
 さたけ　　　　　 あきら

テーマ設定

聞き取り
やすさ

説得力追及力

共感度

５

４

３

２

１

労
働
力
の
確
保
対
策
に

つ
い
て
の
支
援
は
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【これまでの主な物価高騰対策】
国が定めた基準に基づく支援
〇住民税非課税世帯や均等割のみ課税世帯へ給付金　
〇定額減税（住民税・所得税の減税）

鷹栖町独自の支援
〇低所得世帯やひとり親世帯へ福祉灯油
〇子育て世帯へ給付金
※国の支援の対象とならない世帯へ独自支援
〇学校給食費軽減
〇生活支援米町民1人あたり5 キロ
〇地域消費活性化プレミアム付き商品券発行事業
〇医療・福祉・農業・畜産事業者への支援金

臨 時 会

子
育
て
世
帯
へ
先
行
し
て
１
万
円
給
付

　
食
費
等
の
物
価
高
騰
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
１

人
あ
た
り
１
万
円
を
給
付
し
、

経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。指

定
管
理
料
の
債
務
負
担
を
め
ぐ
り
討
論

　
各
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
・
プ

ラ
ザ
ク
ロ
ス
10
・
パ
レ
ッ
ト
ヒ

ル
ズ
・
体
育
施
設
・
丸
山
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
２
０
２
６
年
以

降
の
指
定
管
理
料
の
債
務
負
担

行
為
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
林
川
議
員
の
質
疑
で
利
用
料

収
入
が
総
支
出
の
10
％
を
下
回

る
施
設
が
現
在
４
施
設
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。　
　

反 

対

賛 

成　

林
川 

伸
二

青
野 

敏

委
託
か
直
営
か

　
指
定
管
理
の
目
的
・
努
力
は

認
め
ま
す
が
、
利
用
料
収
入
が

10
％
を
切
っ
て
い
る
団
体
は
直

営
化
に
よ
り
、
消
費
税
分
が
削

減
で
き
ま
す
。
施
設
利
用
料
を

無
料
化
し
て
も
行
政
の
支
出
は

少
な
く
な
り
ま
す
。
利
用
料
徴

収
事
務
も
な
く
な
り
ま
す
。

　
町
民
・
従
事
者
・
行
政
に
利

点
が
あ
り
、
行
財
政
改
革
と
税

金
節
減
の
た
め
再
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
く
反
対
し
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
制
度
の
最
大
の

目
的
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
と
地
域
の
課
題
解
決
を

図
る
こ
と
で
す
。

　
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
施

設
の
老
朽
化
を
鑑
み
、
行
政
コ

ス
ト
の
効
率
化
と
住
民
満
足
度

の
向
上
に
繋
が
る
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
債

務
負
担
行
為
の
補
正
に
賛
成
し

ま
す
。

林
川 

子
育
て
世
帯
と
比
べ
、

事
業
者
や
低
所
得
者
世
帯
へ
の

対
応
に
差
が
あ
る
の
で
は
。

副
町
長 

今
後
、
国
の
物
価

高
騰
対
策
に
基
づ
く
臨
時
交
付

金
が
拡
充
さ
れ
る
予
定
で
す
。

低
所
得
者
向
け
の
支
援
や
医

療
・
福
祉
施
設
支
援
な
ど
し
っ

か
り
考
え
ま
す
。

さ
ら
な
る
物
価
高
騰

対
策
を
検
討

第
５
回

臨
時
会
11
２８

鷹
栖
町
の
こ
れ
ま
で
の
物
価
高
騰
対
策

年度ごとの支援の
内容についてはこ
ちらから

　
２
０
２
３
年
以
降
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
国
の
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
国

ま
た
は
町
独
自
の
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
低
所
得
者
世

帯
や
子
育
て
世
帯
を
中
心

に
支
援
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

 

１２
月
26
日
の
第
６
回
臨
時

会
で
は
国
の
交
付
金
が
拡
充

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
以
下

の
対
策
が
決
定
し
ま
し
た
。

◆ 

国
の
支
援

　
・
子
ど
も
1
人
２
万
円

◆ 

町
独
自
の
支
援

　
・
低
所
得
世
帯
へ
３
万
円

・
全
町
民
へ
１
万
円
分
の

商
品
券

債務負担行為：あらかじめ次年度以降の債務を約束することを予算で決
めておくこと

※

コラム

可
決　
反
対
１
名

 

林
川

補 正
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議員チーム議員チーム
広報広聴委員会　ボッチャ大会に参加

１０月２５日１０月２５日

議員の皆さんと真剣勝
負ができて楽しかった
です！
まさか勝てるとは思い
ませんでしたが、チー
ムワークで粘り勝ちま
した。また来年も、ぜ
ひリベンジをお待ちし
ています！
村椿 慶子さん（中央）

じ
て
、
町
民
と
の
熱
く
も
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

　
事
前
に
老
人
会
主
催
の
練
習

会
へ
参
加
し
、
ル
ー
ル
や
投
げ

方
な
ど
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

大
会
へ
の
準
備
は
万
全
と
意
気

込
ん
で
い
ま
し
た
が
…
残
念
な

が
ら
、
２
チ
ー
ム
と
も
予
選
で

の
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
明
成
高
校
野
球
部

チ
ー
ム
に
は
お
米
15
㌔
な
ど
豪

華
景
品
が
進
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
こ
そ
は
「
目
指
せ
優

勝
！
」
を
合
言
葉
に
、
気
持
ち

だ
け
は
意
気
込
ん
で
み
た
い
と

思
い
ま
す
。（
阿
戸
）

　

　
議
員
６
名
で
２
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
第
２
回
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ

杯
へ
初
参
加
。
子
ど
も
か
ら
ご

高
齢
の
方
ま
で
誰
で
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
ボ
ッ
チ
ャ
を
通

鷹
栖
高
校
１
年
生
の
授
業
で「
語
ろ
う
会
」

　
鷹
栖
高
校
魅
力
向
上
の
た
め
、

町
が
で
き
る
具
体
的
な
施
策
に

つ
い
て
１
年
生
と
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

 

こ
の
語
ろ
う
会
を
通
じ
て
12
月

定
例
会
で
一
般
質
問
へ
展
開
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
２
０
２
６
年
度
以
降

も
議
会
が
教
育
委
員
会
と
協
力

し
、
鷹
栖
高
校
の
魅
力
の
向
上

を
推
進
し
て
い
く
方
針
が
決
ま

り
ま
し
た
。

『部活動の取り組みについて』『存続に向けた教育
環境の維持・魅力向上について』『新たな資格支援
について』という一般質問につながりました。

・
部
活
が
増
え
て
ほ
し
い

・（
少
人
数
の
た
め
）
発
言
の
機

会
や
先
生
と
の
距
離
も
近
い
こ

と
が
魅
力
。

・
高
校
の
紹
介
動
画
が
あ
る
と

良
い
。

・
町
か
ら
受
け
ら
れ
る
支
援
を

あ
ま
り
知
ら
な
い
。

　
そ
の
他
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で

の
昼
食
の
提
供
や
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
回
数
を
増
や
し

て
ほ
し
い
な
ど
の
ご
意
見
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

一般質問へ　詳細は８ページ

１
年
生
の
声
（
抜
粋
）

議
会
活
性
化
委
員
会

予選敗退予選敗退

委 員 会 レ ポ ー ト

10
16
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町
内
の
ヒ
グ
マ
出
没
情
報
は

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
知
ら
せ
中
！

ヒ
グ
マ
へ
の
対
策

２
０
２
４
年
６
月
定
例
会　
川
原
議
員
一
般
質
問
の
「
そ
の
後
」
を
追
う

【
あ
の
時
の
答
弁
】

・
猟
友
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
ヒ
グ
マ
の
移
動
経
路
を
予
測
し
、
檻
の
設
置
や

　
必
要
に
応
じ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
集
中
的
に
実
施
。

・
人
ま
た
は
農
作
物
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
判
断
さ
れ
た
ヒ
グ
マ
を
近
年
で
は

　
毎
年
１
頭
捕
殺
し
て
い
ま
す
。

・
市
街
地
に
出
没
す
る
危
険
性
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
人
の
活
動
圏
と
ヒ
グ
マ
生
息
圏
を
明
確
化
し
、
地
図
上
で
可
視
化
し
て
管
理

　
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
ま
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
ど
う
動
い
た
？

【
現
在
の
状
況
と
今
後
】

・
２
０
２
５
年
は
中
山
間
地
域
で
４
頭
捕
殺
し
て
い
ま
す
。

・
旭
川
市
街
地
で
も
出
没
情
報
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
街
地
出
没
の
危
険
性

　
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

・
２
０
２
５
年
秋
に
訓
練
を
実
施
。
警
察
・
猟
友
会
・
町
職
員
が
市
街
地
出
没

　
を
想
定
し
、
緊
急
猟
銃
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

・
鷹
栖
町
独
自
の
ヒ
グ
マ
管
理
計
画
の
作
成
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
今
後
検
討
し
て　

　
い
く
段
階
に
あ
り
ま
す
。

地域の安全を守る担い手　猟友会の現状

町は狩猟免許の取得に１０万円の補助をしています猟友会会長　小野寺博司さん

追 跡 レ ポ ー ト

カメラがとらえたヒグマの様子緊急時の対策について協議する様子

追
跡
レ
ポ
ー
ト

追
跡
レ
ポ
ー
ト

2025年

北海道猟友会
旭川支部
鷹栖部会
１7名

２０代
１名

６０代
５名

３０代
１名

４０代
６名

５０代
２名

７０代
２名

鷹栖猟友会では、地域の安全と皆さまの暮
らしを守るため、鳥獣被害対策として駆除
やパトロール活動を行っています。被害な
どでお困りの際はお気軽にご相談ください。
また、狩猟や有害鳥獣駆除に関心のある方
の入会も受け付けております。今後とも活
動へのご理解とご協力をお願いいたします。
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議 会 の う ご き議 会 の う ご き議 会 の う ご き

問１　こども〇○〇通園制度スタートに向
け、条例が制定されました。
問2　12 月定例会は年１回の土曜議会でし
た。傍聴者数は〇○人でした。
問３　議会がチームを作り参加したボッ
チャ大会。結果は〇○〇○！

《前回のクイズの答え》
問１ たかまーる 　　問２ 肺がん　　問３ 0.7

議会傍聴者やクイズ回答者の声をご紹介します。
孔雀草クイズの応募は 11 件　こども版は 4 件ありました。

議会のうごき

会議の開催状況

臨時会 ２回

議員協議会 ２回

議会運営委員会 １回

各常任委員会 12 回

２０２5 年 ２０２5 年
10月1日 ▶１２月31日

【欠席状況】
坂根 11/21

12/13　
議員協議会
定例会

片山 12/26 議員協議会
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１

笑
顔
と
笑
い
声
に
華
が
咲
く

女
性
議
員
研
修

　
上
川
・
留
萌
管
内
女
性
議
員

は
現
在
総
勢
57
人
お
り
、
今
研

修
会
に
は
33
人
の
女
性
議
員
が

東
神
楽
町
に
集
合
し
ま
し
た
。　

　

１
日
目
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
の
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
複
合
施
設
「
は
な
の
わ
」

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
に
は
山
本
町
長

も
参
加
さ
れ
、
各
議
員
が
我
が

町
の
Ｐ
Ｒ
を
含
め
て
自
己
紹
介

を
し
ま
し
た
が
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
笑
い
声
が
響
き
、
と
て

も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
「
杜
の
サ
ー
モ
ン

プ
ラ
ン
ト
東
神
楽
」・「
東
神
楽

大
学
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
年
１
回
の
こ
の
研
修
会
は
議

員
同
士
の
繋
が
り
を
強
く
す
る

大
切
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
（
斉
藤
・
坂
根
）

は
な
の
わ
…
役
場・図
書
館・診
療
所・

文
化
ホ
ー
ル
な
ど
幅
広
い
公
共
機
能

を
備
え
た
複
合
施
設

《あて先》議会事務局（住所などは裏表紙に記載）
《しめきり》2026 年２月 28 日（土）消印有効

《クイズ応募方法》　
クイズの答え・住所 ･ 氏名 ･ 年齢を記載し、郵送、ＦＡＸ、
Ｅメール、または回答フォームからご応募ください。

①よかった記事
②こうしたらもっとよくなる　などアドバイスも
お願いします。

こども版議会報
も HP からご覧
いただけます

○に当てはまる言葉を入れてください。答え
はこの議会報「孔雀草」の中にあります！

傍聴者アンケートより
 職員の働き方を考えると土日祝の
議会開催は好ましいと言えない。
動画を配信し、いつでも見られる
環境の方が傍聴に適している。　　　　　　　

　（議会報に）マンガ
があるなと思った

　議会のことが知れて

よかった。次のプリント

も読みたいと思います。

こども版に届いた声

回答
　休日議会は、意思決定の過程や議場
の緊張感、やり取りの熱量を直接伝え
るため、理事者・課長職の賛同と協力
を得て実現しています。
　動画配信も今後検討を進め、職員負
担にも配慮しつつ取り組みます。

　

　クイズ回答者より
　（議会報は）子育て中なので
子育て系の特集をもっと増や
してほしい　　　　　　　　　　　　　　　　　

回答
　子育てに関わる議案がある際は
これまでも意識的に特集してきま
した。
　議会報は議場で審議した内容を
伝えることが基本ですが、より多
くの方に読んでもらえるよう、特
集の工夫も検討していきます。

商品券１０００円分が抽選で３名に当たる
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鷹
栖
町
に
縁
の
あ
る
方
に
日
頃
の
思
い
な
ど
を

自
由
に
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

わ
た
し
の
一
言

２
０
２
６
年
は
た
ち
の
つ
ど
い

実
行
委
員
長

２０２５年３月に
開催したコミセ
ンでのかるた大
会の様子

心に残る、あったかすな記憶
　私は現在、一人暮らしをしながら群馬県の大学に
通っています。慣れない土地での生活は静かで、心
細くなることもありますが、そんなとき思い出すのは、
この町の色鮮やかな景色や、「がんばってね」「いつで
も帰っておいで」と送り出してくれた人たちの言葉、
そして笑顔で過ごした日々の記憶です。
　幼い頃、コミュニティセンターや学校、児童クラブ、
お祭りなどで過ごした時間は、人とのつながりのあ
たたかさを教えてくれました。高校時代には、鷹栖
町の地域活性化プロジェクトに参加し、町の新たな
魅力に出会い、自分の世界が広がるのを感じました。
　人と人をつなぎ、その想いを紡いで、まちを笑顔
にしたい。そう思うようになり、大学では地域づくり
を学んでいます。
　私が大切にしていることは、つながりの中から、
地域への愛着を生み出し、より良い社会を築いてい
くことです。実際に、ゼミの活動で新潟県に何度も
訪れ、地域の方 と々の交流を行っています。その方々
から、「元気をもらった、ありがとう」と感謝の言葉
をいただいたときには、自分もまわりにあたたかさを
伝えることができたのだと実感しました。
　私は、この町のあったかすな人たちに見守られ、
励まされて育ってきました。これからは、私もその一
員として、誰かの心にそっと寄り添えるような、あた
たかい風を明日へ、そして未来へ届けられる人になり
たいと思っています。

●日程は変更になる場合があります。
●役場ロビーとはぴねすで中継を予定しています。

鷹栖町議会議会事務局
071-1292 北海道上川郡鷹栖町南１条３丁目５番１号

0166-74-3660
0166-87-2196

TEL
FAX 

MAIL
gikai@town.takasu.lg.jp

３３月月９９日(月)  日(月)  ▶▶  １２１２日(木)日(木)

予算審査予算審査があります！があります！

3 月定例会は予算審査。町のお金の使い
道を一つ一つ点検します。一見地味です
が、とても大切なことが決まります。
　みなさんの暮らしに直結する議論を、
ぜひ議場で見届けてください。

増井　明
あ す か

日風さん（北野地区）

京都嵐山で撮
影したむべ山
の歌碑

1 2

4

･･･

説
明
し
て
も
ら
お
う
か
。

こ
の
消
耗
品
費
、
昨
年
度
よ
り

１
０
０
円
増
額
さ
れ
て
い
る

　
　
　

理
由
を
ッ
！！

ど
う
説
明
し
よ
う･･･

事
務
で
使
う

ホ
ッ
チ
キ
ス
の
針
を
少
し
だ
け

「
プ
レ
ミ
ア
ム
な
と
じ
心
地
」
の

　
　

タ
イ
プ
に
し
た
こ
と
を･･･

　
　

こ
れ
は･･･

　

  

町
の
未
来
を
束
ね
る
た
め
の 

　
「
結
束
力
」
の
強
化
費
用

　
　
　
　
　

で
す
ッ
！！

な
、
何
だ
と･･･

！？

結
束
力
だ
と
！？

認
め
よ
う･･･

結
束
力
の
強
化
！

こ
の
町
の
た
め
に

必
要
な
も
の
だ
！

3

※フィクションです。※フィクションです。

３３月月定例会定例会はは


